
〈ご参考〉サントリー水源涵養活動について 

●サントリー 天然水の森 

２０１９年６月１０日現在 

名 称 契約年月 
契約 

年数 
契約形態 面 積 活動概要 

天然水の森 

阿蘇 

（熊本県） 

①２００３年 

２月 

②２０１０年 

７月 

③２０１５年

８月 

①６０年 

②５年 

ごとに更新 

③３０年 

①林野庁 

「法人の森林」 

②林野庁 

「社会貢献の森」 

③熊本県 

「企業・法人等との協働の

森づくり協定」 

約４２０ha 

水源涵養機能向上を目指した人工林エリアの間伐や、植生

配置及び林分構造の適正化による生物多様性の保全活動を

推進中。 

天然水の森 

子持山 

（群馬県） 

２００４年 

１１月 
３５年 

林野庁 

「法人の森林」 
約５ha 群馬森林管理署と協働し森林整備活動を実施中。 

天然水の森 

赤城 

（群馬県） 

①２００５年 

１２月 

②２００８年

１２月 

①３０年 

②５年 

（１００年間 

更新） 

①林野庁 

「法人の森林」 

②林野庁 

「社会貢献の森」 

約１,３１０ha 

広大なエリアを植生調査した上でゾーニングし、それぞれの

エリアに最適な森づくりを計画。 

育林材（間伐材）を搬出して有効活用を図るために環境に

優しい作業道を設置。あわせて植樹エリアの獣害防止および

サクラソウ保護の為に柵を設置。 

天然水の森 

奥大山 

（鳥取県） 

①２００７年 

２月 

②２００７年 

６月 

③２０１０年 

８月 

④２０１０年

１２月 

⑤２０１６年

７月 

⑥２０１９年

３月 

①②③⑤ 

３０年 

④⑥５年 

ごとに更新 

①林野庁 

「法人の森林」 

②③⑤鳥取県 

「とっとり共生の森」 

④林野庁 

「ふれあいの森」 

⑥環境省・鳥取県江府町と

サントリーの独自協定 

約４９５ha 

①間伐や環境に優しい作業道の開設などを実施中。 

②③⑤間伐や育林材の搬出と利活用などを実施。また鳥取

大学による各種調査と実験的施業を実施中。 

④関係者と共に協議会を設置し、活動計画を協議しながら

森林整備活動を実施中。 

⑥人工林・広葉樹林・草原・湿原の各エリアで必要とされる

整備活動を行い、水源涵養機能と生物多様性の向上を推進。 

天然水の森 

南アルプス 

（山梨県） 

①２００８年 

１０月 

②２０１９年

６月 

①３０年 

②５年ごと

に更新 

① 「 や ま な し 森 づ く り 

コミッション」と協力し、

北杜市、鳥原三耕地財産

管理会、地元森林組合と

森林整備協定を締結。 

②山梨県とサントリーの

独自協定 

①約１８０ha 

②約１,８４７

ha 

①学識経験者による水文調査、土壌微生物調査や土砂流出

評価など、地下水の涵養力を評価するための研究を実施し、

それに基づいた森林整備活動を展開中。 

また、育林材（間伐材）を利活用する炭焼き施設を地元集落

に設置するなど、総合的な活動を実施中。 

②山梨県と協働し、シカの食害対策や植生の現況等に関する

調査研究を行い、水源涵養機能と生物多様性の向上を推進。 

天然水の森 

丹沢 

自然再生 

プロジェクト 

（神奈川県） 

２００９年 

１２月 

５年 

（１００年間 

自動更新） 

「 丹 沢 大 山 自 然 再 生 

委員会」の「自然再生プロ

ジェクト」として神奈川県

と協定を締結。 

約５７７ha 

神奈川県と協働し、土壌や水文に関する研究や、森林の保全・

再生と活用手法の検討と実践、水と土と生き物のつながりに

着目したモニタリングなどを実施中。 



天然水の森 

きょうと 

南山城 

（京都府） 

２０１０年 

２月 
３０年 

京都府、木津川市・井手町・

笠置町・和束町・南山城村、

京都モデルフォレスト協会

との協定に基づき複数の

土地所有者と森林整備契約

を締結。 

約８７０ha 

公有林・財産区有林・生産森林組合所有林・寺社有林等の

多様な所有形態の森林において、活動を展開中。これまで、

植生調査や鳥類調査、間伐のほか、作業道、植生保護柵の

設置や土壌流失防止工等の森林整備を実施し、育林材 

（間伐材）の一部は搬出し活用を推進中。 

天然水の森 

奥多摩 

（東京都） 

２０１０年 

４月 
３０年 

①あきる野市有林 

「共生・協働の森」 

②檜原村人里
ひのはらむらへんぼり

民有地 

「企業の森」 

約６７ha 

あきる野市有林「共生・協働の森」については、植生調査・

ゾーニングを実施し、作業道の設置、人工林の整備などを

計画する。 

檜原村人里民有地については、東京都の推進する「花粉の

少ない森づくり」を基本に植樹を行い、将来的には針広 

混交林化を目指す。 

天然水の森 

ひょうご 

西脇門柳山 

（兵庫県） 

２０１０年 

１２月 
３０年 

①兵庫県・西脇市・兵庫県

緑化推進協会との協定に

基づき、門柳山保護会生産

森林組合及び３つの寺社

と森林整備契約を締結。 

②門柳山保護会生産森林

組合が個人森林所有者の

代 表 と な り 、 西 脇 市 が 

立会人となって森林整備

協定を締結。 

約１,０５６ha 

「新ひょうごの森づくり」に参画。植栽調査・鳥類調査等を

通じて、総合的な森林整備を図る。間伐や植樹の他、作業道、

植生保護柵の設置や土壌流失防止工等の森林整備を実施し、

育林材（間伐材）の一部は搬出し活用を推進中。 

天然水の森 

近江 

（滋賀県） 

２０１０年 

１２月 
３０年 

滋賀県・蒲生郡日野町の

立会いのもと、綿向生産

森林組合と協定締結。 

約１９１ha 

「琵琶湖森林づくりパートナー協定」に参画。現地はヒノキ・

スギ人工林の構成が高い林分で、間伐の他、作業道の開設

と育林材（間伐材）の活用を推進している。植生保護柵を

設置する他、様々な植樹の実験とモニタリングも実施中。 

天然水の森 

ぎふ東白川 

（岐阜県） 

①２０１０年 

１２月 

②２０１２年

３月 

③２０１５年

１２月 

①５年 

ごとに更新 

②③３０年 

①林野庁 

「社会貢献の森」 

②岐阜県「企業の森」 

③東白川村とサントリー

の独自協定 

約６２４ha 

岐阜森林管理署・東白川村・サントリーの３者を中心に、

岐阜県にもサポートして頂きながら、長期間にわたって高い

水源涵養機能が発揮できる森林整備を推進中。 

天然水の森 

東京大学 

秩父演習林 

プロジェクト 

（埼玉県） 

①２０１１年 

７月 

②２０１６年

４月 

５年ごとに

更新 

東京大学大学院農学生命

科 学 研 究 科 と 森 林 整 備 

協定書・研究協定書を締結。 

約２,５０２ha 

研究テーマに沿った森林整備計画を立案し、主に水源涵養

と生物多様性に寄与する森林整備を実施。レーザー航測に

よる植生解析やシカの行動解析・植生保護・作業道の整備

など多義にわたる研究と整備を実施中。 

天然水の森 

東京農業大学 

奥多摩演習林 

プロジェクト 

（東京都） 

２０１１年 

１０月 
３０年 

東京農業大学と森林整備

協定書・研究協定書を締結。 
約１５６ha 

長期・中期・短期計画に沿った森林整備計画を立案し、 

レーザー航測を利用した植生調査や林内路網の整備を行う。

また、多様な森林の造成、教育・研究に資する各種試験地

の設定、または、木材の利用促進等の研究を実施中。 

天然水の森 

きょうと西山 

（京都府） 

２０１２年 

３月 
３０年 

長 岡 京 市 奥 海 印 寺 土 地 

個人所有者代理人として、

長岡京市森林組合と協定

を締結。 

約１９３ha 

レーザー航測に基づき、作業道の開設を進め、材の利用を

目指した搬出間伐も行っていく。植生や地質・地形などの

情報に基づき、整備の優先順位を決めていく。 

 



天然水の森 

おおさか島本 

（大阪府） 

①２０１２年 

１２月 

②２０１４年 

６月 

③２０１６年 

４月 

④２０１７年 

２月 

３０年 

島 本 町 に お け る 町 有 林 

および財産区有林、民有林、

大阪府の府行造林地にて

森 林 整 備 協 定 を 締 結 。 

大 阪 府 森 林 組 合 が 土 地 

所 有 者 の 代 表 と な り 、 

島本町が立会人となって

森林整備協定を締結。 

約３５３ha 

植生調査等を通じて、適正な森林整備を進めていく。人工林

については切捨て間伐を行い、作業道の開設も進めながら、

将来的には利用間伐を目指す。また、土砂流出箇所の多い

区域では、適切な土留め工やヤシネット工を行っていく。 

天然水の森 

多摩源流小菅 

（山梨県） 

２０１３年 

４月 
３０年 

小菅村が、多数の個人土地

所有者の地権者代表となる

ことで、小菅村と協定を

締結。 

約１０２ha 

東京農業大学（多摩源流大学・ＮＰＯ法人こすげなど）と

連携し、村の活性化に向けた取り組みも考えながら森林の

整備を進める。森林整備では、人工林の搬出間伐、天然林

の利用間伐、作業道の開設など進めていく。 

天然水の森 

とうきょう 

秋川 

（東京） 

２０１４年 

１２月 
３０年 

土地所有者の東京都競馬

（株）及び、山林管理者の

（株）東京サマーランドと、

森林整備契約を締結。 

約８１ha 

レーザー航測を行い、植生調査によるゾーニング計画を立案

し、人と自然が触れ合う、景観にも配慮した森林整備を進める。

一方、サントリーグループ社員の森林整備研修の場として

活用していく。 

天然水の森 

日光霧降 

（栃木県） 

２０１５年 

３月 
３０年 

栃木県、日光市と森づくり

活動に関する協定を締結。 
約１５４ha 

水源涵養機能を高めるだけではなく、観光地としても名高い

日光エリアの景観にも配慮した、生物多様性の高い森づくり

を目指した森林整備活動を進めていく。 

天然水の森 

天王山 

（大阪府） 

２０１６年 

１０月 
３０年 

土地所有者と大山崎町が

森 林 整 備 協 定 を 結 び 、 

大山崎町が地権者の代表

となってサントリーと森林

整備協定を締結。 

約２１ha 

一番の課題である侵入竹林の整備及びカシナガ被害木、マツ

枯れ対策など観光客の多い天王山の景観を重視した里山

の森林を目指す施業を地元のボランティアの方々と協働

しながら実施していく。 

天然水の森 

しずおか小山 

（静岡県） 

２０１７年 

２月 

１０年 

以後、１年

毎自動更新 

静岡県駿東郡小山町、丸善

食品工業（株）との３者

にて森林整備協定を締結。 

約１６２ha 
広葉樹林に広がるブナ・ミズナラ林の保全、拡大と人工林

エリアのスコリア土壌対策を実施していく。 

天然水の森 

北アルプス 

（長野県） 

２０１９年 

３月 
３０年 

長野県の「森林の里親促進

事業」にのっとり、大町市

と協定締結。 

約２７６ha 
水文、地質、植生、鳥類など、広範な調査を実施、調査結果

に基づき、多様性豊かな森林環境の保全・再生に努める。 

 

●その他活動 

名 称 開始年月 活動エリア 面 積 活動概要 

西山森林整備推進協議会 
２００５年 

５月 

西山 

（京都府） 
約８００ha 

京都府等と「西山森林整備推進協議会」を設立。行政・地元

自治体などと連携を図り、２００５年１０月から間伐などの

森林整備を実施中。 

 

 

 

以  上 


